
(57)【要約】　　　（修正有）
　
【課題】廃棄物として排出される酸性硫安から、取り扱い上安全で、製造工程及び保管中
にアンモニアが系外に散逸せず窒素成分が安定し、植物の生育に害作用を及ぼさない肥料
及びその製造方法を提供する。
【解決手段】鶏糞燃焼灰に酸性硫安を反応させて顕著な肥効を有する鶏糞燃焼灰の酸性硫
安処理物を得る。また、鶏糞燃焼灰に酸性硫安と硫酸、リン酸及び硝酸から選ばれる１種
または２種以上の酸を添加し、非肥料成分の含量増加を抑制することが出来る。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料
。
【 請 求 項 ２ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 10～ 200重 量 部 の 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 請 求 項 1記 載
の 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上
の 酸 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 酸 性 硫 安 50～ 150重 量 部 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 10～ 100重 量 部 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 請 求 項 ３ 記 載 の 鶏 糞 燃
焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 。
【 請 求 項 ５ 】
　 酸 性 硫 安 が 、 乳 酸 合 成 工 程 で 排 出 さ れ る 副 産 物 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 。
【 請 求 項 ６ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 10～ 200重 量 部 の 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 請 求 項 ６ 記 載
の 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上
の 酸 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 酸 性 硫 安 50～ 150重 量 部 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 10～ 100重 量 部 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 請 求 項 ８ 記 載 の 鶏 糞 燃
焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 酸 性 硫 安 が 、 乳 酸 合 成 工 程 で 排 出 さ れ る 副 産 物 で あ る 請 求 項 ６ ～ ９ 記 載 の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 酸 性 硫 安 が 、 水 溶 液 で あ る 請 求 項 ６ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫
安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 酸 性 硫 安 は 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム あ る い は 重 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム と も よ ば れ 、 主 に 有 機 化
学 工 業 に お い て 廃 棄 さ れ る 硫 酸 の 回 収 過 程 や 合 成 有 機 酸 等 の 製 造 工 程 で 副 生 さ れ る 。 酸 性
硫 安 は 強 酸 性 の 物 質 で あ り 、 有 毒 な 蒸 気 、 強 い 腐 食 性 の 硫 酸 お よ び 二 酸 化 硫 黄 を 生 ず る 恐
れ が あ る た め 、 そ の 取 り 扱 い に は 特 に 注 意 を 必 要 と す る 。 当 然 、 そ の ま ま 廃 棄 す る こ と も
禁 止 さ れ 廃 棄 に 当 た っ て は 処 理 を 必 要 と す る た め 、 有 効 と な る 再 利 用 の 方 法 が 種 々 検 討 さ
れ て き た 。 特 に 酸 性 硫 安 は 、 ア ン モ ニ ア 態 窒 素 を 10％ 程 度 含 む の で 、 肥 料 と し て 利 用 す る
こ と も で き る 。 し か し な が ら 、 酸 性 硫 安 は 上 述 し た 性 質 を 具 備 す る た め 、 そ の ま ま 利 活 用
す る こ と は で き な か っ た 。 か か る 問 題 点 に 対 処 す る 方 法 と し て 、 従 来 、 水 溶 液 に し た 酸 性
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硫 安 に 、 ア ル カ リ 資 材 と し て 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム を 加 え て 硫 酸 苦 土 ア ン モ ニ ア 肥 料 を 製 造
す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 ま た ア ル カ リ 資 材 で あ る 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 混 合 し 中 和 反 応 さ せ
、 ア ン モ ニ ア 態 窒 素 と カ ル シ ウ ム を 含 む 肥 料 と し て 利 用 さ れ て き た 。 と こ ろ が こ れ ら の 副
産 窒 素 質 肥 料 は 、 製 造 過 程 で ア ル カ リ 資 材 と 酸 性 硫 安 の 混 合 時 に 激 し い 中 和 反 応 が 生 じ る
た め 、 毒 性 の 強 い ア ン モ ニ ア ガ ス の 発 生 が 避 け ら れ な い 。 ま た 製 品 に お い て ア ン モ ニ ア 臭
を 伴 う の で 取 り 扱 い が 容 易 で な い ば か り か 、 作 業 環 境 へ の 影 響 に 関 す る 問 題 点 が 多 い 。 さ
ら に 窒 素 成 分 の 不 均 一 性 や 保 管 時 の 安 定 性 の 欠 如 等 か ら そ の ま ま の 姿 で は 流 通 出 来 ず 、 再
加 工 を 余 儀 な く さ れ る た め 消 費 量 が 伸 び て い な い 。 加 え て 圃 場 に 施 用 さ れ る 際 に は 、 播 種
あ る い は 移 植 さ れ た 植 物 体 の 生 育 を 抑 制 す る こ と が 多 い 。 す な わ ち 施 肥 さ れ た 肥 料 か ら 揮
散 し た ア ン モ ニ ア ガ ス が 、 作 物 根 圏 に 含 ま れ る 土 壌 空 気 の 酸 素 分 圧 を 低 下 し 作 物 根 の 生 育
を 抑 制 す る た め と 考 え ら れ 植 物 生 育 に 害 作 用 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 肥 料 用 語 事 典 編 集 委 員 会 編 、 改 定 五 版 肥 料 用 語 事 典 「 副 産 窒 素 肥 料 」 、
平 成 １ ３ 年 ７ 月 １ ８ 日 、 第 256頁
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 廃 棄 物 と し て 排 出 さ れ る 酸 性 硫 安 を 肥 料 と し て 有 効 活 用 す
る こ と に 関 し 、 単 体 で は 取 扱 が 危 険 な 上 、 肥 料 と し て 農 地 に 施 用 さ れ た 際 に 耕 地 土 壌 の pH
を 著 し く 酸 性 に 傾 け る 結 果 、 農 業 生 産 が 持 続 で き な く な る と い う 点 で あ る 。 さ ら な る 問 題
点 は 、 ア ル カ リ 資 材 で 中 和 処 理 し 肥 料 化 す る 場 合 に も 、 中 和 時 に ア ン モ ニ ア ガ ス が 発 生 し
環 境 衛 生 面 お よ び 成 分 安 定 性 に お い て 問 題 の あ る 点 、 さ ら に は こ れ を 施 用 す る と き 植 物 生
育 に 害 作 用 を 及 ぼ す 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 鶏 糞 燃 焼 灰 に 酸 性 硫 安 を 反
応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 組 成 物 が 取 扱 上 安 全 で 、 製 造
工 程 お よ び 保 管 中 に ア ン モ ニ ア が 系 外 に 散 逸 せ ず 窒 素 成 分 が 安 定 し 、 ま た 、 顕 著 な 肥 効 を
発 揮 す る こ と を 、 見 出 し 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 10～ 200重 量 部 の 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら
れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １
種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 酸 性 硫 安 50～ 150重 量 部 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お
よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 10～ 100重 量 部 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞
燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 酸 性 硫 安 が 、 乳 酸 合 成 工 程 で 排 出 さ れ る 副 産 物 で あ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸
性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安
処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 10～ 200重 量 部 の 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ て 得 ら
れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 に 、 酸 性 硫 安 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １
種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製
造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 、 酸 性 硫 安 50～ 150重 量 部 と 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お
よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 10～ 100重 量 部 を 反 応 さ せ て 得 ら れ る 鶏 糞
燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 酸 性 硫 安 が 、 乳 酸 合 成 工 程 で 排 出 さ れ る 副 産 物 で あ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸
性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 酸 性 硫 安 が 、 水 溶 液 で あ る 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 の
製 造 方 法 に 関 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 得 ら れ た 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 は 、 pHが 中 性 領 域 （ pH
４ ～ 8） に あ る た め 取 り 扱 い 上 安 全 で あ る 。 ま た 製 造 時 お よ び 製 造 後 に ア ン モ ニ ア の 揮 散
が 無 い た め 、 製 造 環 境 を 汚 損 せ ず か つ 製 品 の 窒 素 含 量 を 一 定 に 保 つ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ り 得 ら れ た 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 を 含 む 肥 料 は 、 播 種 も し く
は 移 植 時 か ら 植 物 体 の 生 育 に 効 果 を 与 え 、 顕 著 な 肥 効 が 発 揮 さ れ 作 物 の 良 好 な 生 育 を 確 保
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 使 用 さ れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 は 、 養 鶏 業 な ど か ら 排 出 さ れ る 鶏 の 糞 を 焼 却 処 分 し て 得
ら れ る 燃 焼 灰 で あ り 、 そ の 種 類 は 産 卵 鶏 、 育 成 鶏 、 ブ ロ イ ラ ー 等 い ず れ の も の で あ っ て も
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 含 ま れ る 成 分 と し て は 、 リ ン 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 マ
ン ガ ン 、 亜 鉛 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ の う ち 20～ 35%含 ま れ る カ ル シ ウ ム が ア ル カ リ 成 分 と し
て 反 応 に 関 与 す る 。 こ こ に 用 い る ア ル カ リ 成 分 を 含 む 原 料 と し て は 鶏 糞 燃 焼 灰 が 最 も 好 適
で あ り 、 炭 カ ル （ 炭 酸 カ ル シ ウ ム ） 、 消 石 灰 （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ） 、 軽 焼 マ グ （ 酸 化 マ グ
ネ シ ウ ム ） 、 水 酸 化 苦 土 （ 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム ） 等 の ア ル カ リ 性 素 材 で は 、 中 和 反 応 時 あ
る い は 製 造 後 に お い て ア ン モ ニ ア の 揮 散 が 発 生 し 、 窒 素 源 の 損 失 と 製 品 成 分 の 不 均 一 性 が
発 生 す る た め こ れ ら の 原 料 を 使 用 す る こ と は 適 切 で な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 使 用 す る 酸 性 硫 安 は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 含 む も の で あ り 、 酸 性 を 呈 す る
も の で あ れ ば 、 単 体 、 他 の 成 分 を 含 む 混 合 物 の い ず れ で あ っ て も 、 ま た 、 固 体 、 液 体 い ず
れ の も の で あ っ て も 本 発 明 に 使 用 す る こ と が で き る 。 混 合 物 と し て は 、 例 え ば 、 乳 酸 の 合
成 工 程 に お い て 、 乳 酸 ニ ト リ ル の ニ ト リ ル 分 解 時 に よ り 副 生 さ れ る 、 酸 性 硫 安 の 他 に 、 硫
酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 乳 酸 、 水 等 を 含 む も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 特 に 、 乳 酸 合 成 工 程 で
排 出 さ れ る 副 産 物 で あ る 酸 性 硫 安 が 好 ま し い 。 こ れ ら を 用 い る 場 合 、 酸 性 硫 安 が 全 て 溶 解
し て い る も の 、 酸 性 硫 安 の 一 部 ま た は 全 部 が 固 体 と し て 析 出 し て い る も の の い ず れ の も の
で あ っ て も 用 い る こ と が で き る が 、 固 体 と し て 析 出 し て い る も の を 用 い る 場 合 は 、 水 を 加
え て 、 固 体 を 溶 解 し 水 溶 液 に す る か 、 予 め 加 水 し 40℃ 以 上 に 加 温 し 水 溶 液 と す る こ と が 好
ま し く 、 こ れ に よ り 均 一 に 反 応 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 酸 性 硫 安 を 添 加 後 攪 拌 を 行 っ て 、 鶏 糞 燃 焼 灰 と 酸 性 硫 安 と を 反 応 さ せ る 。
そ の 混 合 比 と し て は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 対 し 、 酸 性 硫 安 を 10～ 200重 量 部 と す る こ と
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が 望 ま し い 。 さ ら に は 、 鶏 糞 燃 焼 灰 100重 量 部 に 対 し 、 酸 性 硫 安 を 20～ 100重 量 部 と す る こ
と が 特 に 好 ま し い 。 ま た こ の と き 、 鶏 糞 燃 焼 灰 に 酸 性 硫 安 と さ ら に 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝
酸 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 酸 を 加 え る こ と が 出 来 る 。 こ れ ら の 酸 を 加 え る こ と
に よ り 非 肥 料 成 分 の 含 量 増 加 を 抑 え 肥 料 成 分 の 酸 を 用 い る 結 果 、 農 耕 地 作 土 の 電 気 伝 導 度
を 低 く 維 持 で き る た め 持 続 型 農 業 が 継 続 で き る 。 こ れ ら の 酸 の 添 加 量 と し て は 、 鶏 糞 燃 焼
灰 100重 量 部 、 酸 性 硫 安 50～ 150重 量 部 に 対 し 、 10～ 100重 量 部 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 攪 拌 は 、 酸 性 硫 安 液 が 鶏 糞 燃 焼 灰 に 完 全 に 混 合 さ れ る ま で 行 う 。
　 攪 拌 終 了 後 は 鶏 糞 燃 焼 灰 － 酸 性 硫 安 処 理 物 を 熟 成 す る 。 熟 成 し て い る 間 、 混 合 物 の pHは
徐 々 に 上 昇 し 、 こ の 上 昇 の 停 止 を も っ て 熟 成 を 終 了 す る 。 混 合 後 、 約 ３ 日 で pHの 上 昇 は 鈍
化 す る た め 、 ３ 日 で 熟 成 終 了 と す る こ と も で き る が 、 得 ら れ る 鶏 糞 燃 焼 灰 － 酸 性 硫 安 処 理
物 の 、 均 一 で よ り 安 定 し た 化 学 的 性 質 を 得 る に は 、 ５ 日 以 上 熟 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ う し て 得 ら れ た 鶏 糞 燃 焼 灰 － 酸 性 硫 安 処 理 物 は 、 こ の ま ま 肥 料 と し て 使 用 す る こ と も
で き る が 、 必 要 に 応 じ て 乾 燥 を 行 い 水 分 を 除 去 し た 後 、 適 宜 他 の 肥 料 原 料 を 選 択 し 、 こ れ
ら を 配 合 し て 化 成 肥 料 、 配 合 肥 料 、 液 状 肥 料 と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 乳 酸 合 成 工 程 に お い て 、 乳 酸 ニ ト リ ル の ニ ト リ ル 分 解 に よ る 乳 酸 エ チ ル 製 造 時 に 副 生 さ
れ た 酸 性 硫 安 混 合 物 の 組 成 に つ い て 、 分 析 値 を 表 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ れ ぞ れ 鶏 糞 燃 焼 灰 （ pH 12.65） 100ｇ を 用 意 し 、 予 め 80℃ に 加 温 し た 表 ２ に 示 す 量 の 6
7％ 酸 性 硫 安 水 溶 液 を 添 加 し 、 充 分 混 合 す る ま で 10分 間 攪 拌 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 混 合 停 止 直 後 、 熟 成 ２ 時 間 後 、 熟 成 １ 日 後 、 熟 成 ２ 日 後 、 熟 成 ３ 日 後 、 熟 成 ６ 日 後 、 熟
成 ７ 日 後 、 熟 成 ９ 日 後 の 試 験 品 pHを 肥 料 分 析 法 （ ガ ラ ス 電 極 法 ） で 測 定 し た 。
　 結 果 を 表 ３ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 鶏 糞 燃 焼 灰 を そ れ ぞ れ 100
ｇ 用 意 し 、 予 め 80℃ に 加 温 し た 表 ４ に 示 す 量 の 67％ 酸 性 硫 安 水 溶 液 を 添 加 し 、 充 分 混 合 す
る ま で 10分 間 攪 拌 を 行 っ た 。 そ の 後 、 ア ン モ ニ ア 臭 の 有 無 と 混 合 物 の 状 態 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 処 理 物 が 固 形 肥 料 と し て 好 ま し い の は 、 保 管 あ る い は 取 り 扱 い 中 に ア ン モ ニ ア ガ ス の 発
生 が 無 く 、 室 温 条 件 下 で 吸 湿 性 が 弱 く 、 粉 粒 が 互 着 し な い 乾 燥 し た 状 態 が 維 持 さ れ る こ と
で あ る 。 従 っ て ア ン モ ニ ア の 発 生 が 無 く 、 か つ 乾 燥 状 態 と な っ て い る も の で あ り 、 こ れ を
満 た す も の は 鶏 糞 燃 焼 灰 100gに 酸 性 硫 安 水 溶 液 30ｇ （ 酸 性 硫 安 正 味 重 量 20.1g） か ら 140ｇ
（ 同 93.8g） を 処 理 し た 範 囲 の み で あ っ た 。 ま た 、 ア ン モ ニ ア 臭 の 発 し な い 範 囲 は 鶏 糞 燃
焼 灰 を 用 い た と き に は る か に 広 い と い う 結 果 と な っ た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 鶏 糞 燃 焼 灰 に 実 施 例 1の 酸 性 硫 安 混 合 物 を 添 加 し 、 さ ら に 硫 酸 液 （ ３ ０ ％ 液 ） 、 リ ン 酸
液 （ ５ ８ ％ ） お よ び 硝 酸 液 （ ６ ０ ％ ） か ら 酸 を 選 び 混 合 反 応 し 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理
物 か ら な る 肥 料 を 得 た 。 各 原 料 の 配 合 割 合 な ら び に 処 理 物 の 成 分 含 有 率 （ Ｎ － Ｐ － Ｋ （ 重
量 比 ） ） は 表 ５ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 鶏 糞 燃 焼 灰 （ pH 12.65） 100kgに 実 施 例 1の 酸 性 硫 安 混 合 物 120kgを 添 加 し 、 10分 間 混 合
を 行 い 鶏 糞 燃 焼 灰 に 酸 性 硫 安 を 反 応 さ せ た 。 そ の 後 、 熟 成 を ６ 日 行 っ た 。 熟 成 ６ 日 後 の 混
合 物 の pHは 5.41で 、 酸 性 硫 安 の 鶏 糞 燃 焼 灰 処 理 物 199kgを 得 た 。
　 得 ら れ た 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 は 、 肥 料 成 分 含 有 率 が N－ P－ K＝ 6－
9－ 8（ 重 量 比 ） で あ っ た 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 例 ５ で 得 ら れ た 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 55kg、 な た ね 油 か す 40kg、 水 5kgを 新
東 工 業 （ 株 ） 製 ミ ッ ク ス マ ラ ー MSG‐ 0Lで 混 合 ・ 攪 拌 を 行 っ た 。 得 ら れ た 混 合 物 を フ ジ パ
ウ ダ ル （ 株 ） 製 デ ィ ス ク ペ レ ッ タ ー F5型 に よ り 、 押 し 出 し 成 形 し 、 直 径 3mm、 長 さ 4.5mmの
円 柱 状 ペ レ ッ ト 肥 料 95kgを 得 た 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ノ イ バ ウ エ ル ポ ッ ト に 関 東 ロ ー ム 未 耕 地 土 壌 を 400mL充 填 し 、 実 施 例 ５ で 得 ら れ た 鶏 糞
燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 （ 水 分 　 4％ 、 ア ン モ ニ ア 態 窒 素 含 量 　 6.3％ 、 全 カ
ル シ ウ ム 含 量 　 16％ 、 pH　 5.7） 1590mgを 施 肥 し た 。 コ マ ツ ナ 種 子 を 20粒 播 種 し 、 覆 土 後
潅 水 し 栽 培 試 験 を 開 始 し た 。 播 種 後 ５ 日 目 に 発 芽 率 を 調 査 、 17日 目 に 最 大 葉 長 の 測 定 を 、
24日 目 に 最 大 葉 長 、 地 上 部 新 鮮 重 の 測 定 を 行 っ た 。 対 照 区 と し て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 酸 性
硫 安 処 理 物 か ら な る 肥 料 （ 水 分 　 13％ 、 ア ン モ ニ ア 態 窒 素 含 量 　 8.6％ 、 全 カ ル シ ウ ム 含
量 　 16％ 、 pH6.8） 1160mgを 用 い て 上 記 と 同 様 に 試 験 を 行 っ た 。 試 験 区 、 対 照 区 と も 適 宜
潅 水 し な が ら ３ 連 で 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 結 果 を 表 ６ に 示 し た 。 発 芽 率 は 対 照 区 に 比 較 し 試 験 区 で や や 高 い 結 果 が 得 ら れ た 。 17日
目 の 最 大 葉 長 、 24日 目 の 最 大 葉 長 、 生 体 重 は 、 い ず れ も 対 照 区 に 比 較 し 試 験 区 で 顕 著 に 高
い 結 果 が 得 ら れ 、 肥 効 は 鶏 糞 燃 焼 灰 の 酸 性 硫 安 処 理 物 の 方 が す こ ぶ る 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ６ 】
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